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明日への希望を胸に

　令和４年３月１８日㈮、３年度開
校１０周年を迎えた西川小学校で
卒業証書授与式が行われました。
３４名の卒業生とその保護者の皆
様の門出をお祝いいたします。



西川町議会だより 第120号　 23

いきいきと暮らせる町に 　令和４年度の一般会計予算は、歳入歳出の総額が
それぞれ56億 900万円で、前年度と比較して1億
8400万円、3.4％の増です。新型コロナウイルス感
染症対策や一昨年７月の豪雨災害の復旧への早急
な対応が求められる中、町民の皆さまの生活を守る
ための各種予算が編成されています。

【町長が示した４つの基本方針】
１　若者世代の移住・定住に注力する
２　町民の経済活動を促進する
３　町民の健康を守る
４　町として持続するための健全な財政運営の維持

特別会計予算 企業会計予算

令和４年度一般会計予算　56億900万円

町　税
6億7927万円
（12.1％）

繰入金
9億3509万円
（16.7％）地方交付税

22億5000万円
（40.1％）

国庫支出金4億3705万円 (7.8％)国庫支出金4億3705万円 (7.8％)

その他依存財源
1億9320万円（3.4％）
その他依存財源
1億9320万円（3.4％）

町債
5億9260万円
(10.6％)

町債
5億9260万円
(10.6％)

県支出金 2億 3656万円 (4.2％)県支出金 2億 3656万円 (4.2％)

自主財源
町で集めるお金
18億9959万円
（33.9％）

依存財源依存財源
国や県、借入金に
頼るお金

37億941万円
（66.1％）

歳入

町民税や固定資産税など
町民の皆さまが納める税金地方消費税交付金や地方譲与税など

基金 ( 町の貯金 )
を取り崩して事
業に充てるお金

使用料や手数料など

国からの補助金など

※（　）は構成比
県からの補助金など

全国的に一定水準
の行政サービスを
保つため国から交
付されるお金

その他自主財源
2億8523万円 (5.1％)
その他自主財源
2億8523万円 (5.1％)

大きな事業を実施するために
国や銀行などから借りるお金

依

　存
　財
　源

自
　主

　財
　源

総務費
7億8704万円
（14.0％）

民生費
8億6453万円
（15.4％）

衛生費
6億1433万円
（11.0％）土木費

9億3244万円
（16.6％）

教育費
4億3825万円
（7.8％）

災害復旧費
2億5497万円（4.5％）

公債費
7億6665万円
（13.7％）

農林水産業費
2億6221万円 (4.7％)
農林水産業費
2億6221万円 (4.7％)

その他
1億1201万円 (2.0％)
その他
1億1201万円 (2.0％) 庁舎や水沢温泉館などの施設管理、各種

システムの維持、管理などにかかるお金

高齢者や障がい者、子
どもの福祉対策、路線
バスなどにかかるお金

消防や災害対策などに
かかるお金

歳出

農業や林業、畜産業などの
振興にかかるお金

健診や予防接種、
ごみ処理、病院
会計繰出しなど
にかかるお金

道路や河川の維持、
整備、除雪などに
かかるお金

学校教育や生涯学
習、スポーツ振興
などにかかるお金

被災箇所の復旧などにかかるお金

町債として借りた
お金の返済など

議会費や労働費など

※（　）は構成比商工業や観光業などの振興にかかるお金

商工費
3億8210万円 (6.8％)
商工費
3億8210万円 (6.8％)

消防費　
1億9747万円 (3.5％)

町の貯金（財政調整基金と減債基金の合計）の残高の推移町の貯金（財政調整基金と減債基金の合計）の残高の推移

21億
9662万円
21億

9662万円

令和元年度令和元年度

21億
4484万円
21億

4484万円

令和 2年度令和 2年度

21億
8127万円
21億

8127万円

令和 3年度令和 3年度

15億
8502万円
15億

8502万円

令和 4年度令和 4年度

※左のグラフは総務課が作成した資料
に基づく推計です。
※財政調整基金とは、年度間の財源の
変動に備えて積み立てる基金です。
※減債基金とは、町債として借りたお
金の返済や、その信用の維持のため
に設ける基金です。

国 民 健 康 保 険 国 民 健 康 保 険
大井沢歯科診療所 公共下水道事業 農 業 集 落

排 水 事 業 病 院 事 業

6 億 5542 万円
( 5.4％増 )

250 万円
( 0.4％減 )

1 億 7989 万円
( 0.9％増 )

3107 万円
( 9.7％減 )

8 億 2579 万円
( 2.5％増 )

寒河江ダム周辺
施 設 管 理 事 業 後期高齢者医療 介 護 保 険 宅 地 造 成 事 業 水 道 事 業

394 万円
( 5.1％増 )

9869 万円
( 8.8％増 )

7 億 7593 万円
( 2.8％増 )

1459 万円
( 増減なし )

3 億 4613 万円
( 7.3％減 )

※（　）は前年度比

令和4年
第 1 回
定 例 会



西川町議会だより 第120号　 45

議案番号 件　名 議案の主な内容

同意第1号 固定資産評価審査委員会委員の選任 渋谷健悦さん（大井沢）は令和 4 年 4月17日をもっ
て任期満了となるので、引き続き選任する。

同意第2号 人権擁護委員候補者の推薦 佐藤登紀子さん（入間）は令和 4 年 6月30日をもっ
て任期満了となるので、引き続き選任する。

議第2号
西川町と山形県との間の行政不服審査
法第 81 条第 1項に規定する機関の権
限に属させられた事項を処理する事務
の委託に関する規約の設定

行政不服審査法に規定する機関の権限に属させら
れた事項を処理する事務を県に委託するため規約
を設定する。

議第3号 西村山広域行政事務組合と西川町との
事務委託に関する規約の一部変更

交通災害共済事業を廃止することに伴い、西村山
広域行政事務組合と西川町との事務委託に関する
規約の一部を変更する必要があるため規約の一部
を変更する。

議第 4号 行政不服審査関係手数料条例の設定
行政不服審査会の設置及び運営業務を山形県に事
務委託することに伴い、行政不服審査に関する手
数料を定める。

議第5号 敬老金等支給条例を廃止する条例の設定 敬老金等支給条例を廃止する。

議第 6号 国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定

税率変更と未就学児に係る国民健康保険税の均等割額
の減額措置の導入等するため条例の一部を変更する。

議第 7号 一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定

新型コロナウイルス感染症対策に関する医療職の職
員の処遇を改善する。

議第 8号 児童遊園設置条例等の一部を改正す
る条例の制定 睦合児童遊園を廃止し、規定の整備を図る。

議第 9号 社会体育施設条例の一部を改正する
条例の制定

月山湖カヌースプリント競技場を社会体育施設に追
加する。

議第10 号 職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例の制定

人事院規則の改正に伴い、育児休業を取得しやす
い勤務環境の整備に関する措置を規定する。

議第11号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例の制定

人事院規則の改正に伴い、不妊治療休暇を新設す
るとともに、規定の整備を図る。

議第12号 スクールバス条例の一部を改正する条
例の制定

スクールバス運行路線を変更するとともに、規定の
整備を図る。

発議第1号 「ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議」（提出者：伊藤哲治議員）
⇒全員賛成（ロシアのウクライナへの侵略に対し断固抗議、即時無条件完全撤退を求める。）

【人事案、条例案等】

ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議（一部抜粋）

（万円単位表示にするため千円以下の端数を調整）

議案番号 会　計 補正の主な内容（▲印は減額） 補正額 補正後の予算額

議第13号 一般会計(第 8号) 新型コロナ感染症対策　1834 万円
急を要する事務事業 1 億 2262 万円 1 億 4096 万円 60 億 8252 万円

議第14号 国民健康保険特別会計
(第 2 号)

一般被保険者療養給付費 1520 万円
基金積立金　　　　　5990 万円
上記以外          　   　▲ 166 万円

7344 万円 7 億 3549 万円

議第15号 公共下水道事業特別会
計(第 2 号)

管渠委託料            　　1300 万円
処理場工事請負金 　  1200 万円 2500 万円 2 億 335 万円

議第16号 介護保険特別会計補正
予算(第 4号)

高額サービス等費の不足が見込
まれるので予算を組み替える。 ― 7 億 6031 万円

議第17号 水道事業会計(第5号) 営業費用 380 万円を減額し特別損
失に 380 万円を追加 ― 2 億 1306 万円

議第28号 一般会計(第 9 号) 町道除雪委託料    　 3000 万円 3000 万円 61 億 1252 万円

【令和3年度各会計補正予算】

令和 4年第 1回定例会に提出された主な議案

注 目 予 算
　

令
和
４
年
第
一
回
定
例
会
で
は
、
町
か
ら
４
年
度
各
会
計
予
算
（
１０
会
計
）
の

ほ
か
、
人
事
案
件
、
条
例
案
、
補
正
予
算
案
等
の
２８
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、
全
員
賛
成
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
６
人
の
議
員
が
９
件
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。
議
員
発
議
が
一
件

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

令和4年
第 1 回
定 例 会

宅
地
整
備
が
動
き
出
す

　
　

み
ど
り
団
地
第
二
期
工
事

　

町
で
は
定
住
人
口
を
確

保
す
る
た
め
、み
ど
り
団

地
第
一
期
分
譲
地
東
側
に

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６

年
度
の
完
成
を
目
指
し
第

二
期
造
成
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。令
和
４
年
度
は

町
営
住
宅（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ・２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
）建
築
工
事
、町
営

住
宅（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ・３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
）設
計
、

長
期
賃
貸
住
宅
入
居
者
募

集
を
す
る
予
定
で
す
。

募
集
要
件
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
み

ど
り
団
地
第
一
期
分
譲
地

で
３
区
画
が
残
っ
て
い
ま

す
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し

ま
す
か
。

　

平
成
１１
年
に
開
業
し
た

水
沢
温
泉
館
の
施
設
は
２０

年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
施

設
内
、
浴
室
の
柱
の
腐
食

が
激
し
く
脱
衣
場
と
あ
わ

せ
て
大
規
模
改
修
工
事
が
、

約
１
億
７
０
０
０
万
円
の

予
算
で
、
今
年
の
１０
月
か

ら
令
和
５
年
３
月
ま
で
の

予
定
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

ボ
イ
ラ
ー
を
含
め
た

機
械
設
備
を
改
修
し

て
い
く
と
答
弁
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
計
画
で
進
め
て
い
き
ま

す
か
。当

初
機
械
室
の
ボ
イ

ラ
ー
、
配
管
、
水
回

り
な
ど
、
す
べ
て
の
改
修

を
行
う
予
定
で
し
た
が
、

費
用
が
膨
ら
み
過
ぎ
る
の

で
、
４
年
度
は
修
繕
工
事

を
行
い
、
源
泉
の
状
況
も

ふ
ま
え
、
今
後
財
政
的
な

面
も
考
慮
し
計
画
的
に
す

す
め
て
い
く
予
定
で
す
。

具
体
的
に
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

３
区
画
に
つ
い
て
、
令
和

４
年
度
は
分
譲
地
と
し
て

販
売
し
ま
す
。

　

２
月
24
日
、ロ
シ
ア
は

世
界
中
の
平
和
を
望
む

切
な
る
願
い
に
反
し
、ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
を

開
始
し
た
。ロ
シ
ア
軍
の

侵
略
に
よ
り
多
く
の

人
々
が
住
み
慣
れ
た
地

を
追
わ
れ
、避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

武
力
攻
撃
は
居
住
地
に

も
及
び
、幼
い
命
が
奪

わ
れ
る
な
ど
罪
の
な
い

民
間
人
に
も
被
害
が
広

が
って
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
主
権
と
領
土
を

侵
略
す
る
行
為
は
、明

ら
か
に
国
際
法
、国
連

憲
章
に
違
反
し
て
い
る
。

　

ま
た
、今
般
の
ロ
シ
ア

の
行
動
は
欧
州
に
と
ど

ま
ら
ず
、海
を
挟
ん
で

対
面
す
る
日
本
は
も
と

よ
り
ア
ジ
ア
を
含
む
国

際
社
会
の
秩
序
の
根
幹

を
揺
る
が
し
か
ね
な
い

も
の
で
、断
じ
て
看
過
で

き
な
い
。

　

よ
っ
て
、本
町
議
会
は
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
侵
略
に
対
し
断
固
抗

議
す
る
と
と
も
に
、即

時
無
条
件
で
の
ロ
シ
ア

軍
の
完
全
撤
退
を
強
く

求
め
る
。

　

以
上
決
議
す
る
。

　
　
　

西
川
町
議
会

▲

み
ど
り
団
地
第
二
期
工
事
予
定
地

▲

改
修
が
待
た
れ
る
水
沢
温
泉
館

問

問

答

答

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
期
待

水
沢
温
泉
館
改
修
工
事



西川町議会だより 第120号　 67

　令和４年度の各会計予算は、予算特別
委員会（議長を除く８人の議員で構成）で
の審査に付託されました。
　予算特別委員会では、３月２日から４日
間にわたり各課の予算説明を受け、質疑
を行いました。その主な内容を紹介します。

予　算
特別委員会

令和４年度会計

地
域
お
こ
し
協
力
隊

宿
泊
業
限
定
で
１
名

募
集
と
の
こ
と
で
す

が
、
募
集
の
方
法
、
移
住

地
の
場
所
、
ま
た
一
人
に

か
か
る
町
の
負
担
金
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

政
策
推
進
課

募
集
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
行
い
、
移
住
地

は
空
き
家
や
睦
合
コ
ー
ポ

の
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
国
か
ら
の
交
付
金
が

あ
り
ま
す
の
で
町
か
ら
の

持
ち
出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
運
転
免
許
返
納

運
転
免
許
を
自
主
返

納
す
る
と
１
回
だ
け

の
支
給
で
そ
の
後
は
何
も

あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
、

支
給
回
数
を
増
や
し
て
自

主
返
納
を
促
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

健
康
福
祉
課

自
主
返
納
す
る
と
町

営
バ
ス
の
回
数
券
２
万
円

分
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
利
用

券
２
万
円
分
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
有
効
期
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問問 答答

町
の
公
共
交
通
体
制

路
線
バ
ス
は
デ
マ
ン

ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
に

移
行
し
て
い
く
よ
う
で
す

が
、
今
後
の
方
向
性
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
民
税
務
課

町
で
は
公
共
交
通
計

画
の
作
成
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
朝
晩
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
は
運
行
し
そ
れ
に
は

一
般
の
方
も
乗
れ
る(

混

乗)

と
し
町
内
路
線
バ
ス

と
し
て
運
行
し
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
路
線
バ
ス
に
つ

い
て
は
４
つ
の
エ
リ
ア
に

分
け
て
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
を
往
復
２
便
運
行
し
ま

す
。
ま
た
町
外
を
跨
ぐ
路

線
バ
ス
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
通
り
運
行
し
ま
す
。

今
後
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
実
証
運
行
を
踏
ま
え
進

め
て
行
き
ま
す
。

居
場
所
づ
く
り

歴
史
文
化
資
料
館

（
旧
川
土
居
小
）の
３

階
を
使
う
よ
う
で
す
が
、

ど
う
い
う
状
況
か
ら
こ
の

施
策
が
出
て
き
た
の
か
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課

不
登
校
の
生
徒
や
保

護
者
が
相
談
で
き
る
場
を

作
る
た
め
に
、
県
か
ら
派

遣
さ
れ
た
ス
ク
ー
ル
ソ
ウ

シ
ャ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

て
い
ま
す
。
電
話
な
ど
で

予
約
し
て
来
て
い
た
だ
い

た
方
々
が
集
ま
れ
る
場
所

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問問 答答

急
速
冷
凍
機

町
で
は
総
合
開
発
㈱

に
山
菜
、
加
工
品
な

ど
の
急
速
冷
凍
機
を
設
置

し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
く

ら
い
の
使
用
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。
ま
た
使
用
料
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

商
工
観
光
課

町
内
の
加
工
グ
ル
ー

プ
、
一
部
の
業
者
が
使
っ

て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度

の
使
用
は
３６
日
で
、
使
用

料
に
つ
い
て
は
無
料
で
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は

建
て
た
業
者
に
依
頼

す
る
こ
と
が
多
い
。
と
こ

ろ
が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
は
町
内
の
業
者
を
使
っ

た
場
合
だ
け
に
限
定
さ
れ

る
。
こ
の
目
的
は
、
町
内

の
業
者
の
支
援
な
の
か
、

リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
町
民

へ
の
補
助
な
の
か
、
ど
ち

ら
で
す
か
。

建
設
水
道
課　

町
の
業
者
を
支
援
し

て
町
内
の
経
済
を
ま
わ
す

た
め
で
も
あ
り
、
町
民
の

リ
フ
ォ
ー
ム
の
支
援
で
も

あ
り
、
ど
ち
ら
も
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

空
き
家
除
去
対
策

空
き
家
除
去
支
援
事

業
補
助
金
50
万
×
５

件
分
２
５
０
万
あ
り
ま
す

が
、
事
業
内
容
と
要
綱
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

総
務
課

町
単
独
経
費
で
あ
り

空
き
家
バ
ン
ク
を
使
用
せ

ず
賃
貸
も
考
え
て
い
な
い

物
件
で
、
ま
だ
使
用
で
き

る
状
態
で
あ
り
な
が
ら
も

持
ち
主
が
壊
し
た
い
と
い

う
時
に
支
援
す
る
事
業
で

あ
り
、
要
綱
に
つ
い
て
は

予
算
要
求
時
に
作
成
し
て

い
ま
す
。

総
合
開
発
株
式
会
社

本
道
寺
ふ
る
里
振
興

㈱
の
解
散
に
伴
い
株

式
を
買
い
取
る
事
と
し
て

い
ま
す
が
、
現
在
総
合
開

発
㈱
の
保
有
株
の
割
合
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

商
工
観
光
課

全
体
で
は
２
０
０
０

株
で
す
。
町
１
２
９
０
、

ヤ
マ
コ
ー
２
０
０
、
本
道

寺
１
６
０
、
山
形
銀
行
９０
、

き
ら
や
か
銀
行
９０
、
さ
が

え
西
村
山
農
協
９０
、
商
工

会
８０
、
と
な
っ
て
お
り
、

本
道
寺
ふ
る
里
振
興
㈱
に

つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
の
手

続
き
に
な
り
ま
す
。

問問

問問

答答

答答

農
地
の
有
効
利
用

今
後
の
農
地
の
集
約

集
積
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課

農
業
法
人
で
頑
張
っ

て
頂
い
て
い
る
地
区
も
あ

り
ま
す
が
、
個
人
の
方
に

集
積
が
偏
っ
て
い
る
地
区

も
あ
り
、
何
と
か
集
落
営

農
・
法
人
化
組
織
を
支
援

す
る
体
制
も
取
っ
て
来
ま

し
た
が
、
機
械
利
用
組
合

と
の
兼
ね
合
い
も
含
め
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
座
談
会

の
中
で
も
し
っ
か
り
話
し

合
い
を
行
い
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

塀へ
い

・
フ
ェ
ン
ス
な
ど

も
か
な
り
老
朽
化
し
、
照

明
灯
も
だ
い
ぶ
古
く
な
っ

て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
点

検
し
た
う
え
で
の
対
策
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課

周
辺
の
ネ
ッ
ト
の
損

傷
も
確
認
し
て
い
ま
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
く
じ
の
援
助
等

と
も
絡
ん
で
き
ま
す
の
で

長
期
計
画
で
進
め
て
い
き

ま
す
。
危
険
な
場
所
に
つ

い
て
は
安
全
対
策
、
注
意

の
喚
起
を
し
て
い
き
ま
す
。

問問 答答

▲

地
域
お
こ
し
協
力
隊

伊
東
広
さ
ん

▲

回
数
券
と
利
用
券

▲

空
き
家
バ
ン
ク
チ
ラ
シ

▲

西
川
町
総
合
開
発
㈱
が

指
定
管
理
を
受
け
る

道
の
駅
に
し
か
わ

▲

リ
フ
ォ
ー
ム
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

▲歴史文化資料館3階

▲

山
形
県
農
地
中
山
間
機
構
チ
ラ
シ

▲

平
成
24
年
度
に
設
置
さ
れ
た

急
速
冷
凍
機

▲

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

担　当　課
説　明

町民の未来のため
　　４年度予算を問う
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町民の幸せのため
　　　　　 さらに問う

月
山
フ
ォ
ー
ラ
ム

月
山
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

今
後
ど
う
し
て
い
く

の
か
、
現
在
何
を
し
て
い

る
の
か
見
え
て
こ
な
い
が
、

見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

政
策
推
進
課

月
山
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
に
、
ジ
オ
パ
ー

ク
に
取
組
ん
で
き
た
が
認

定
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
西
川
町
を
含
む
１
市

４
町
村
で
月
山
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

雪
下
ろ
し
費
用

雪
下
ろ
し
費
用
の
補

助
に
つ
い
て
、
冬
場

の
３
か
月
間
位
町
外
に
離

れ
、
春
に
戻
っ
て
き
ま
す

が
、
対
象
か
ら
外
れ
る
の

は
ど
う
し
て
な
の
で
す
か
。

健
康
福
祉
課

規
定
上
は
そ
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
冬

期
間
町
外
に
住
ま
わ
れ
る

方
も
多
く
い
る
と
思
い
ま

す
の
で
直
ぐ
検
討
し
ま
す
。

農
業
担
い
手
確
保

農
業
の
後
継
者
問
題

を
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
。産

業
振
興
課

現
在
西
川
町
に
は
22

名
の
認
定
農
業
者
が
お
り
、

農
地
の
約
30
％
を
耕
作
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
認
定

者
を
増
や
し
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

月
山
朝
日
観
光
協
会

法
人
化
に
な
る
前
よ

り
町
か
ら
の
補
助
金

が
増
え
て
い
ま
す
。
業
務

や
経
理
内
容
も
分
か
り
ま

せ
ん
。
今
後
ど
う
や
っ
て

い
く
の
で
す
か
。

商
工
観
光
課

旅
行
業
の
２
種
免
許

を
取
得
し
国
内
旅
行
の
取

扱
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
来
年
度
は
臨
時

職
員
１
名
を
採
用
し
対
応

に
当
ら
せ
ま
す
。
ま
た
機

器
等
の
購
入
も
あ
り
補
助

金
が
増
え
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
整
備
促
進

宮
城
・
山
形
横
断
自

動
車
国
道
建
設
促
進

同
盟
会
の
会
費
負
担
金
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
現
状

で
す
か
。
ま
た
今
年
１
月

に
東
北
整
備
局
の
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
た
と
の
報
道

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。

総
務
課

促
進
同
盟
会
に
つ
い

て
は
寒
河
江
、
鶴
岡
、
酒

田
、
県
を
含
め
て
の
組
織

で
す
。
１
１
２
号
線
は
物

流
の
重
要
な
道
路
で
す
の

で
今
後
も
県
と
一
緒
に
な

っ
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

非
常
時
消
防
の
報
酬

非
常
時
消
防
団
の
報

酬
が
低
い
よ
う
で
す

の
で
、
改
定
を
し
て
頂
き

た
い
。
ま
た
報
酬
は
直
接

払
い
に
で
き
ま
せ
ん
か
。

総
務
課

定
員
の
関
係
も
あ
り

話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

直
接
払
い
に
つ
い
て
は
消

防
団
の
幹
部
と
も
話
し
合

い
を
し
て
い
ま
す
。

カ
ヌ
ー
の
経
費

カ
ヌ
ー
場
の
維
持
管

理
や
各
種
大
会
の
運

営
な
ど
、
年
間
１
千
万
以

上
も
の
経
費
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
町
で
全

て
を
負
担
し
て
い
く
の
で

す
か
。
ま
た
運
営
費
分
担

金
は
ど
こ
か
ら
も
い
た
だ

け
な
い
の
で
す
か
。

生
涯
学
習
課

去
年
自
動
発
艇
機
を

購
入
し
ま
し
た
。
設
置
や

撤
去
で
３
０
０
万
円
位
増

加
し
ま
し
た
。
イ
ン
カ
レ

に
つ
い
て
は
大
学
で
運
営

し
ま
す
。
ま
た
宿
泊
や
合

宿
で
の
恩
恵
も
あ
る
の
で
、

今
後
も
経
費
は
町
で
負
担

し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

国
保
税
の
会
計
は
山

形
県
に
移
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
割
軽
減
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
が
、
今
後
、

保
険
料
を
ど
の
よ
う
に
推

移
さ
せ
て
い
き
ま
す
か
。

町
民
税
務
課

２
割
軽
減
に
つ
い
て

は
、
繰
越
金
、
基
金
を
財

源
に
充
て
令
和
４
年
度
か

ら
４
年
間
継
続
し
、
令
和

８
年
度
か
ら
２
年
ご
と
に

１２
％
程
度
の
税
率
を
改
正

し
て
、
県
の
水
準
に
引
き

上
げ
激
変
化
に
備
え
て
い

き
ま
す
。
県
で
の
次
期
計

画
は
令
和
１２
年
度
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

問問

問問

問 問

問

問

答答

答答

答 答

答

答

本会議及び予算特別委員会における会計毎の採決の状況

会　　　　　計
認定の状況

本会議 予算特別委員会
一　般　会　計 議第18号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

特別会計

国民健康保険会計 議第19号 可決（賛成多数） 可決（全員賛成）
公共下水道事業会計 議第20号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
農業集落排水事業会計 議第21号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
寒河江ダム周辺施設管理事業会計 議第22号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
後期高齢者医療会計 議第23号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
介護保険会計 議第24号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
宅地造成事業会計 議第25号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

企業会計
病院事業会計 議第26号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
水道事業会計 議第27号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

▲

吉
川
か
ら
見
た
月
山

▲

本
道
寺
地
区
除
雪
ボ
ラ
ン　

テ
ィ
ア
隊
に
よ
る
雪
お
ろ
し

▲

月
山
朝
日
観
光
協
会
案
内
所

▲

平
行
し
て
走
る
山
形
自
動
車
路

と
国
道
112
号

▲

令
和
3
年
度
に
完
成
し
た

睦
合
ポ
ン
プ
庫

▲

山
形
県
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

▲月山湖カヌースプリント競技場

　３月10日、議場で予算特別
委員会を開催し、令和４年度の
各会計予算の審査、採決を行
いました。主な質疑の内容など
を紹介します。

総　括
質　疑

審議
採決
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６
人
の
一
般
質
問

11

６
人
の
一
般
質
問

交
通
安
全
対
策

通
学
路
の
点
検
な
ど

安
全
対
策
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

通
学
路
の
点
検
や
学

校
交
通
生
活
安
全
対

策
会
議
の
開
催
、
ま
た
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
配
置
を
行
い
対
応
し
て

い
ま
す
。
５
か
所
の
危
険

個
所
を
確
認
し
対
策
を
要

請
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
運
転
免
許

証
返
納
対
策
に
つ
い

て
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

２
万
円
分
の
路
線
バ

ス
回
数
券
や
タ
ク
シ

ー
利
用
券
を
支
給
し
て
い

ま
す
。返

納
者
と
家
族
も
利

用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

券
に
し
、
増
額
す
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

利
用
し
や
す
い
よ
う

に
令
和
４
年
度
に
検

討
し
ま
す
。

有
害
情
報
対
策

小
中
学
生
に
配
付
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
安

全
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

有
害
情
報
か
ら
守
る

た
め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修

や
学
校
保
健
委
員
会
で
説

明
し
、
保
護
者
と
一
緒
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

悪
質
商
法
や
詐
欺
等

か
ら
町
民
を
守
る
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

悪
質
商
法
等
か
ら
身

を
守
れ
る
よ
う
広
報

し
て
い
き
ま
す
。

誹
謗
中
傷
対
策

誹
謗
中
傷
等
の
相
談

や
被
害
を
把
握
し
て

い
ま
す
か
。

被
害
の
報
告
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
も
風

評
被
害
や
誹
謗
中
傷
が
な

い
よ
う
広
く
周
知
し
て
い

き
ま
す
。

　
「
住
ん
で
い
た
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
行
う
た
め
に
は
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
が
重
要
で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

交
通
事
故
、
有
害
情
報
や

悪
徳
商
法
か
ら
町
民
を
守

る
対
策
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

答

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状

況
・
計
画
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

一
般
の
三
回
目
接
種

は
６
月
末
に
終
了
す

る
予
定
で
す
。
５
歳
か
ら

11
歳
ま
で
の
小
児
接
種
に

つ
い
て
は
希
望
を
取
り
４

月
か
ら
接
種
を
開
始
し
ま

す
。

P
C
R
検
査
の
状
況

と
無
料
検
査
の
継
続

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

１
月
４
日
か
ら
２
月

22
日
ま
で
4
9
9
件

の
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、

令
和
４
年
度
も
無
料
で
実

施
し
ま
す
。

予
防
対
策
の
基
本
は

何
で
す
か
。

マ
ス
ク
着
用
、
手
洗

い
、
う
が
い
、
換
気

を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問問問

問問

問問問

問

荒木　俊夫　議員… ……………………………… P11

１　安全・安心なまちづくりについて

佐藤　　仁　議員… ……………………………… P12

１　町立病院の診療体制について
２　役場の各部署における危機管理体制について

菅野　邦比克　議員……………………………… P13
１　みどり団地第二期工事の進捗状況について
２　ケーシーフレーム株式会社の自己破産申請について

佐藤　耕二　議員… ……………………………… P14

１　テレビ共同受信施設組合を考える

佐藤　光康　議員… ……………………………… P15

１　コロナ禍、大雪、石油高騰での町民の支援について
２　介護職員、保育士、放課後児童支援員の賃上げについて

佐藤　幸吉　議員… ……………………………… P16

１　�勇退を表明した小川町長の新町長への引継ぎ事項は何ですか

質問事項（発言順）

荒木 俊夫 議員

答答

答答答

答答答

▲横断歩道を渡る児童

７人の議員が
　　町政をただす

一般質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

６人の議員が
　　町政をただす

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の

課
題
等
に
つ
い
て
町
の
考
え
方

や
疑
問
を
た
だ
す
の
が
一
般
質

問
で
す
。

　

西
川
町
議
会
で
は
、
１
人
あ

た
り
の
持
ち
時
間
を
町
の
答
弁

も
含
め
て
１
時
間
以
内
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
限
ら
れ
た
時
間

内
に
十
分
な
討
論
を
行
う
た
め
、

議
員
は
開
会
の
約
15
日
前
ま
で

に
質
問
の
概
要
を
町
に
通
告
し

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
通
告
の
順
番
に

よ
り
発
言
の
順
番
も
決
ま
り
ま

す
。

　

今
回
の
第
１
回
定
例
会
で
は

６
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
で
は
、
質
問
と
答

弁
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。

▲勇退を表明した小川町長

▲

通
学
す
る
児
童
た
ち

町長
新
型
コ
ロ
ナ
、
事
故
等
か
ら

　
　
　
　

町
民
を
守
り
ま
す

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
は
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

応
も
あ
り
大
変
な
中
、

日
々
町
民
の
命
と
健
康
を

守
る
べ
く
奮
闘
し
て
頂
い

て
い
る
町
立
病
院
は
、
町

民
に
と
っ
て
重
要
か
つ
必

要
な
施
設
で
あ
る
事
を
踏

ま
え
質
問
し
ま
す
。

病
院
内
の
接
遇

内
視
鏡
検
査
待
合
所

で
気
持
ち
を
落
ち
着

か
せ
る
た
め
に
音
楽
を
流

し
、
冬
場
は
膝
掛
毛
布
を

設
置
す
る
な
ど
の
工
夫
が

み
ら
れ
ま
す
が
病
院
の
取

り
組
み
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

看
護
師
と
事
務
方
が

入
っ
た
作
業
部
会
が

あ
り
、
接
遇
面
を
含
め
院

内
の
環
境
改
善
を
計
る
た

め
話
し
合
い
を
行
っ
て
い

ま
す
。平

成
29
年
か
ら
改
革

を
実
行
し
て
お
り
応

対
等
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
町
の
職
員
提
案
制
度

を
活
用
し
、
良
い
事
は
評

価
し
、
職
員
の
意
識
の
高

揚
改
善
を
計
る
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

職
員
の
意
識
の
高
揚
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
や
接

遇
面
で
の
活
性
化
な
ど
、

職
員
の
評
価
制
度
と
合
わ

せ
て
提
案
制
度
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

問問答 答

病
院
財
政
状
況

町
立
病
院
へ
の
地
方
交

付
税
は
い
く
ら
で
す
か
。

令
和
３
年
度
の
算
定

額
は
普
通
及
び
特
別

交
付
税
合
わ
せ
て
約
１
億

４
４
０
０
万
で
、
そ
れ
か

ら
基
準
財
政
収
入
額
を
引

い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

町
か
ら
２
億
７
０
０
０

万
の
繰
出(

補
填)

を
し

て
い
ま
す
が
約
半
分
は
国
か

ら
の
交
付
税
が
あ
り
、残
り

半
分
は
町
の
一
般
財
源
か
ら

補
填
し
て
い
る
、と
い
う
認

識
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

休
日
診
療
体
制

休
日
に
熱
が
出
て
、

町
立
病
院
に
お
願
い

し
て
も
診
察
も
薬
の
処
方

も
し
て
も
ら
え
な
い
が
、他

の
市
の
当
番
医
で
は
丁
寧

に
診
て
も
ら
え
た
。町
立
病

院
の
休
日
診
療
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

佐藤　仁　議員

発
熱
患
者
対
応
は
、

現
在
土
・
日
は
や
っ

て
い
ま
せ
ん
。

別
の
日
の
日
曜
日
に

指
先
を
切
っ
た
の
で

電
話
を
し
た
と
こ
ろ
診
察

を
断
ら
れ
た
。対
応
ひ
と

つ
で
病
院
は
信
頼
を
な
く

し
ま
す
。診
療
体
制
を
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。

職
員
と
機
器
の
危
機
管
理

感
染
症
な
ど
で
職
員

減
少
時
に
お
け
る
業

務
継
続
計
画(

B
C
P)

の

作
成
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。作

成
途
中
で
も
う
し

ば
ら
く
か
か
り
ま
す
。

今
後
協
議
し
、
町
民

に
信
頼
さ
れ
る
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

効
率
化
ゆ
え
の
も
ろ

さ
も
あ
り
ま
す
。
サ
イ
バ

ー
テ
ロ
な
ど
に
対
し
、
保

険
加
入
な
ど
を
含
め
Ｏ
Ａ

機
器
な
ど
は
ど
の
様
な
対

応
策
を
立
て
て
い
ま
す
か
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

対
策
を
立
て
て
い
ま
す
。

問

答答

答答
ケーシーフレーム株式会社の
　　　　　　自己破産について
相手の申請手続きで一部書類が
　　不足しているので遅れている

町長

町
営
住
宅
の
建
設

町
営
住
宅
の
建
設
は

何
月
頃
か
ら
始
ま
る

の
で
す
か
。

令
和
４
年
３
月
25
日

ま
で
に
道
路
舗
装
工

事
が
完
了
し
、
そ
の
後
２

棟
の
町
営
住
宅
が
建
設
さ

れ
ま
す
。
４
年
度
に
入
居

者
募
集
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

西
山
杉
を
存
分
に
活

か
し
た
町
営
住
宅
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

西
川
町
産
材
の
杉
を

使
用
し
ま
す
。
杉
は

町
で
買
い
上
げ
て
確
保
し

て
い
き
ま
す
。
柱
や
内
部

で
の
使
用
に
な
り
ま
す
。

入
居
条
件

入
居
者
の
年
齢
制
限

は
あ
り
ま
す
か
、
ま

た
外
国
籍
の
場
合
は
ど
う

な
る
の
で
す
か
。

年
齢
制
限
や
外
国
籍

の
入
居
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
ま
す
。

自
己
破
産
申
請
の
現
状

今
ま
で
２
度
の
自
己

破
産
申
請
を
行
う
と

の
連
絡
を
受
け
ま
し
た
が
、

ま
だ
何
も
進
ん
で
い
な
い

現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
ま

す
か
。一

部
申
請
書
類
が
足

り
な
い
の
で
現
在
進

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

管
財
人
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。

自
己
破
産
申
請
受
理

後
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
行
っ
て
い
ま
す
か
。

行
っ
て
お
り
ま
す
。

手
続
き
に
つ
い
て
は

弁
護
士
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
進
め
ま
す
。

旧
西
部
中
体
育
館
を

解
体
す
る
の
に
町
民

の
税
金
を
使
用
し
な
い
よ

う
に
智
恵
を
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

平
成
25
年
１
月
18
日

の
譲
渡
契
約
書
に
、

事
業
が
終
了
し
た
時
は
会

社
が
解
体
を
す
る
と
契
約

に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

解
体
費
用
も
債
権
届

と
し
て
提
出
し
ま
す

か
。

弁
護
士
に
相
談
し
提

出
し
ま
す
。

町
営
住
宅
建
設
の
発
注

町
営
住
宅
建
設
の
発

注
は
一
括
発
注
か
個

別
発
注
な
の
か
。
町
内
に

は
多
く
の
関
係
業
者
が
存

在
し
ま
す
の
で
、
町
内
の

資
金
循
環
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
質
問
を
し
ま
す
。

町
営
住
宅
一
棟
ご
と

に
発
注
し
ま
す
。
そ

の
他
の
設
備
に
つ
い
て
も

別
発
注
に
な
る
よ
う
に
検

討
し
ま
す
。

　

若
者
の
定
着
を
目
指
し

住
宅
造
成
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
進
捗
状
況

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

答答答

問問問

問問問

問問

問問問 問

答

答答答

菅野 邦比克　議員

答答問答

町長 み
ど
り
団
地
第
二
期
工
事
の

　
　
　
　
　
　

進
捗
状
況
は

令
和
４
年
度
に
２
棟
の
建
築

工
事
を
行
い
、入
居
者
を
募
集

し
ま
す

町立病院の診療体制は
患者目線に立ち接遇や
　　医療技術の向上を計ります

町長

町長
危
機
管
理
要
綱
を
元
に

　
　
　

迅
速
に
対
応
を
行
う

役
場
の
危
機
管
理
体
制
は

▲町立病院に掲げられている
スローガン

▲

町
営
住
宅
予
定
地
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就
学
援
助
制
度

就
学
援
助
制
度
は
、

保
護
者
が
支
援
を
受

け
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

必
要
で
す
。
支
援
項
目
に

体
育
実
技
用
具
費
は
入
ら

な
い
の
で
す
か
。

項
目
に
入
っ
て
い
ま

す
が
、
本
町
で
は
入

れ
て
い
ま
せ
ん
。

宿
泊
業
支
援

県
の
緊
急
支
援
金
や

国
の
事
業
復
活
支
援

金
が
あ
り
ま
す
が
、
申
請

す
る
た
め
の
支
援
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

昨
年
は
町
で
支
援
チ

ー
ム
を
作
っ
て
取
り

組
み
ま
し
た
が
、
今
回
も

し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。

農
業
支
援

石
油
高
騰
に
よ
る
啓

翁
桜
へ
の
影
響
は
ど

う
で
す
か
。

介護職員、保育士、放課後児童
支援員の賃上げ

国の基準に合わせて予算化していきます町長

共
聴
組
合

Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
聴
組
合
と

自
主
共
聴
組
合
を
設

立
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
年
と
、

平
均
年
数
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。Ｎ

Ｈ
Ｋ
共
聴
組
合
は

昭
和
46
年
設
立
の
組

合
が
１
番
古
く
、
平
均
は

44
年
に
な
り
ま
す
。
自
主

共
聴
組
合
は
平
成
10
年
設

立
が
１
番
古
く
、
平
均
は

11
年
で
す
。

　

町
内
に
テ
レ
ビ
共
同
受

信
施
設
組
合
は
現
在
21
組

合
が
あ
り
、
全
世
帯
の

65
%
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
に
よ
り
維
持
が

年
々
大
変
に
な
っ
て
い
る

昨
今
、
故
障
時
の
対
応
や

修
繕
費
用
等
、
町
の
今
後

の
考
え
方
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

佐藤 耕二 議員

町長

今後のテレビ共同受信施設組合は
7 次総合計画に合わせて
　 住民負担の在り方を検討する

人
口
減
少
等
で
組
合

維
持
が
大
変
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
新
規
加

入
希
望
者
は
加
入
金
と
工

事
費
等
の
加
入
者
負
担
が

増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
移
住
者
対
策
の
支

障
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
現
状
を
町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
ま
す
か
。

加
入
世
帯
が
少
な
い

組
合
は
維
持
が
難
し

い
の
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

今
後
町
が
ど
う
関
わ
っ
て

い
け
る
か
議
論
し
な
が
ら
、

７
次
総
合
計
画
策
定
に
合

わ
せ
て
住
民
負
担
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答

問答

大
規
模
修
繕
工
事
の

費
用
は組

合
設
置
か
ら
年
代

が
経
ち
金
属
劣
化
等

で
施
設
の
老
朽
化
が
心
配

さ
れ
、
故
障
が
増
え
る
時

期
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

大
規
模
修
繕
工
事
が
発
生

し
た
時
の
修
繕
費
用
は
ど

こ
で
負
担
す
る
の
で
す
か
。

26
年
度
ま
で
は
総
務

省
に
「
辺
地
共
聴
施

設
整
備
事
業
」
が
あ
っ
た

が
、
現
在
国
の
補
助
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
デ

ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
放

送
制
度
の
在
り
方
に
お
け

る
検
討
会
を
し
て
お
り
、

12
月
に
方
向
性
が
出
て
く

る
の
で
注
視
し
な
が
ら
今

後
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

情
報
交
換
会

全
組
合
の
情
報
交
換

会
は
平
成
30
年
以
来

５
年
間
開
催
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
町
民
の
方
の
テ
レ

ビ
視
聴
に
問
題
が
発
生
す

る
前
に
、
対
応
策
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

問

問問

問 問問

答
国
の
激
化
緩
和
政
策

が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
大
き
な
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
、
今
年
の
２
月

か
ら
介
護
職
員
、
保
育
士
、

放
課
後
児
童
支
援
員
の
処

遇
改
善
の
た
め
に
賃
金
を

引
き
上
げ
る
こ
と
を
発
表

し
て
い
ま
す
。

　

町
は
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
か
、
質
問
し
ま
す
。

灯
油
購
入
券
の
追
加

町
で
は
生
活
が
厳
し

い
世
帯
に
５
０
０
０

円
の
灯
油
購
入
助
成
券
を

交
付
し
て
い
ま
す
が
、
石

油
高
騰
の
な
か
で
、
追
加

交
付
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

飲
食
店
を
含
め
た
５

０
０
０
円
券
を
交
付

し
、
そ
の
２
５
０
０
円
分

は
灯
油
購
入
に
も
使
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

生
活
困
窮
者
支
援
窓
口

生
活
困
窮
者
の
自
立

支
援
相
談
窓
口
は
ど

こ
に
あ
り
、
ど
ん
な
支
援

を
し
て
く
れ
る
の
で
す
か
。

困
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
保
健
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
下
さ

い
。
町
で
は
生
活
困
窮
に

関
す
る
相
談
が
あ
っ
た
場

合
、
生
活
保
護
や
生
活
福

祉
資
金
貸
付
に
向
け
た
つ

な
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
の

生
活
、
さ
ら
に
は
石
油
高

騰
、
大
雪
に
よ
っ
て
厳
し

い
経
営
や
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
町
民
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
町
の
支
援

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

答答 問問

答答

佐藤 光康 議員

▲

大
井
沢
に
あ
る
光
増
幅
器

町長 コ
ロ
ナ
禍
、大
雪
、石
油
高
騰

　
　
　
　

で
の
町
民
支
援
は

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き
ま
す

ま
す
が
、
町
長
の
見
解
を

お
聞
き
し
ま
す
。

現
状
認
識
が
多
少
甘

か
っ
た
と
思
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
必
要

に
応
じ
て
情
報
交
換
会
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
組
合
の
問
題
点

を
出
し
合
い
な
が
ら
、
検

討
す
る
場
を
設
け
て
い
き

ま
す
。

答

▲海味にあるテレビ放送電波受信施設

▲

保
育
園
で
の
読
み
聞
か
せ

賃
金
が
低
い
た
め
に

介
護
職
員
や
保
育
士

を
辞
め
る
方
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
今
回
の
国
の

方
針
に
、
町
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
で
す
か
。

今
回
の
政
府
の
方
針

に
関
わ
る
町
の
職
員

は
、
保
育
士
だ
け
で
す
。

本
町
の
放
課
後
児
童
支
援

員
は
、
文
科
省
管
轄
に
な

り
ま
す
の
で
、
今
回
の
対

象
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

保
育
士
に
関
し
て
は
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
保

育
士
の
賃
上
げ
を
実
施
し

ま
す
。

答

答 問
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６
人
の
一
般
質
問

17

議会の動き議会の動き

議会傍聴のご案内
新型コロナウイルス感染
症予防のため以下の対策
にご協力ください。
①マスクの常時着用
②手指消毒の徹底
③座席の間隔の確保

次回定例会は
6月です
（6月6日からの予定）

議会全員協議会
■2月15日　令和４年度予算案内示
■3月 7 日　西川町公共施設等総合管理計画ほか

議会運営委員会
■１月13日　令和４年第１回臨時会の運営
■２月15日　令和４年第１回定例会の運営

総務厚生常任委員会
■３月 4 日　政策提言回答検証ほか

産業建設常任委員会
■３月 4 日　政策提言回答検証ほか

広報公聴常任委員会
■３月 ３ 日　議会だより120号編集会議
■３月17日　入稿前編集会議
■３月25日　第１回校正
■３月30日　第２回校正
■４月 ４ 日　第３回校正
■４月 ７ 日　第４回校正、校了

その他
■１月20日　タブレット講習会
■２月 ９ 日　タブレット講習会
■２月18日　タブレット講習会

４
年
連
続
入
賞

　

令
和
３
年
度
の
第
27
回

山
形
県
町
村
議
会
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
西

川
町
議
会
だ
よ
り
１
１
６

号
が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
で
４
年
連
続
で

の
入
賞
で
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
を
目

指
す
こ
と
が
議
会
広
報
づ

く
り
の
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
一
定
の
評
価
を

得
た
こ
と
は
大
き
な
励
み

に
な
り
ま
す
。
今
後
と
も

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

「
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、

開
い
て
も
ら
い
、
読
ん
で

も
ら
え
る
」
議
会
だ
よ
り

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

山
形
県
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
る

監
査
功
労
者
表
彰
を
受
け
る

　

こ
の
ほ
ど
、
地
方
自
治

の
振
興
発
展
へ
の
功
労
が

認
め
ら
れ
、
本
町
の
伊
藤

哲
治
議
員
が
全
国
町
村
議

会
議
長
会
か
ら
自
治
功
労

者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
よ
り
表
彰

式
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

古
澤
議
長
か
ら
伊
藤
議
員

に
表
彰
状
な
ど
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
町
監
査
委

員
と
し
て
の
永
年
の
功
労

が
認
め
ら
れ
、
本
町
の
髙

橋
將
監
査
委
員
が
山
形
県

町
村
監
査
委
員
協
議
会
か

ら
監
査
功
労
者
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
よ
り
表
彰

式
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

小
川
町
長
か
ら
髙
橋
監
査

委
員
に
表
彰
状
な
ど
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

成
　
果３

期
12
年
の
成
果
点

は
何
で
す
か
。

冬
の
仕
事
と
し
て
啓

翁
桜
の
振
興
を
図
り
、

今
で
は
、
36
万
本
、
５
千

万
円
を
売
上
げ
て
お
り
、

こ
れ
は
大
き
な
成
果
と
し

て
見
て
い
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
、
雪
旅
籠

の
灯
り
の
成
果
や
産
業
間

連
携
の
総
合
産
業
化
、
更

に
は
中
高
生
に
よ
る
模
擬

議
会
の
意
見
を
取
り
入
れ

日
本
一
の
カ
ヌ
ー
競
技
場

の
整
備
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
出
来
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
と
捉
え
て
い
ま
す
。

農
業
の
担
い
手

農
業
の
担
い
手
の
確

保
が
大
切
だ
が
、
ど

う
取
り
組
み
ま
す
か
。

行
政
指
導
を
通
し
て

法
人
化
へ
の
道
の
り

を
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

指
導
体
制
と
し
て
は
、
町

と
関
係
団
体
と
話
し
合
い
、

　

町
長
は
、
す
で
に
勇
退

を
表
明
し
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
引
継
ぎ
事
項
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
３
期
12

年
の
成
果
と
は
何
か
、
質

問
し
ま
す
。

佐藤 幸吉 議員

経
営
方
針
を
立
て
て
い
き

ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
西
川
町
を
元
気
に

若
者
に
夢
を　

女
性

の
声
を
町
政
に
」
を
掲
げ

て
き
ま
し
た
が
、
具
体
的

に
は
ど
う
で
し
た
か
。

町
長
と
語
る
会
や
座

談
会
に
、
若
者
が
な

か
な
か
集
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
若
者
の

期
待
に
応
え
る
形
で
子
育

て
関
係
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
る
里

楽
校
な
ど
を
通
し
て
も
応

え
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

答

問問 答答

住
宅
支
援

近
年
町
外
の
業
者
に

よ
る
新
築
や
リ
フ
ォ

ー
ム
が
多
い
が
、
定
住
す

る
方
の
た
め
に
も
町
外
業

者
に
よ
る
建
築
の
場
合
も

補
助
の
対
象
に
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

西
川
町
産
材
の
利
用

を
促
進
し
、
町
内
業

者
の
支
援
そ
し
て
利
用
者

の
支
援
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
両

方
の
支
援
策
を
変
え
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

産
業
会
館
の
建
設
を

月
山
朝
日
観
光
協
会

が
銘
水
館
の
２
階
に

事
務
所
を
構
え
て
い
る
が
、

商
工
会
や
各
種
団
体
が
同

居
で
き
る
産
業
会
館
（
仮

称
）
の
建
設
を
提
案
し
た

い
が
ど
う
考
え
ま
す
か
。

建
設
的
な
意
見
で
あ

り
、
町
民
が
集
ま
れ

る
よ
う
な
喫
茶
な
ど
も
含

め
た
も
の
が
望
ま
し
い
と

考
え
ま
す
。

12
年
間
の
反
省
点
は

何
で
す
か
。

地
区
の
自
主
性
を
重

視
し
た
取
り
組
み
を

強
化
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
充
実
に
向
け
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
共
同
、
協
力
の
力
が

弱
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

町
自
慢
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
「
人
柄
」
と
の
答
が

一
番
多
か
っ
た
が
、
そ
の

こ
と
を
生
か
し
、
地
域
の

絆
を
強
く
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
次
期
町
長
に

は
、
ハ
ー
ド
的
な
も
の
は

当
然
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
充
実
に
向
け
力
を

入
れ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

問

問問

問

答答

答

勇退を表明した小川町長の
　　　　　　　　引継ぎ事項は
コミュニティの充実に向け
　　　　　　力を入れてほしい

町長

▲

華
や
ぎ
を
見
せ
る
啓
翁
桜

▲

表
彰
を
受
け
た
伊
藤
議
員

▲

表
彰
を
受
け
た
髙
橋
監
査
委
員

▲みどり団地第二期工事▲広報公聴常任委員会委員
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色々なことを
見直す、地域

資源を見つめ直す時
期。一過性のイベン
トではない、お客さ
まに合わせたツアー
商品の開発が必要。
どこにターゲットを
絞るかなどコロナが終息したら実践できるように、全体と
してどうやって取り組んで行くか、など観光について、本
音で話すことができ絆を深めることができました。

娘の結婚式を二度延期したり、
いろんなイベントが出来なか

ったり、県外の友人に会えなかった
りと歯がゆい事が多かった。一方で、
行事のやり方など学ぶこともあった。

私にとってコロナ禍とは、マスクをし
たり制限があったりと大変なことが増

えることだと感じています。また、この世界
からコロナウイルスがなくならないと思って
いるので、共存していかなければならないと
も思っています。

本来必要としない経費をかけ対策を行
い営業を続けている。また遠くから来

ていただいていたお客さんは、かなり少なく
なった感があります。

いやなこと。マスクで肌が荒れたりす
るから。マスクをしていることで、友

達と楽しく笑えない。

経営的に前年と比べて何割か落ちるし、
お客様相手なので何年かかるだろうと

いう不安がありました。仕事として大きい仕入
れ、コストがかかる仕事ではないので、私たち
は耐えられたのだと思います。また、野外の仕
事でもあるし、密ではなく、オープンスペースで
比較的、他の業種に比べればやりやすかったの
かなと思います。いずれにしても大変でした。

コロナ禍で集会等が出来なく
て、町民の声を聞けなくて大

変でしょうが、工夫して少しでもお
おくの町民の声をくみ取り町政に反
映させて魅力ある町づくりを目指し
てほしい。

私は、大きい願いではなく、コロナウ
イルスが流行する前のようなマスクを

しない生活だったり、制限がなく自由に生活
ができるようになってほしいと思っています。

一、人口減少によるお客様の減少が激
しいので対策をお願いしたい。

二、たとえば道の駅などの野菜、果物、山菜
などの納入（卸）は町外の業者が多い。もう
少し地元業者にお金が回るように考えてもら
いたい。ふるさと納税もしかり。

友達と一緒に遊びに行きたい。
県外に遊びに行きたい。

議会だよりを見せてもらって、コロナ対
策の国の給付金とともに、町にもよく対

応してもらっていることがわかりました。これ
からも町として細かく、手厚く支援してほしい。
観光対策として、目に見えた成果が出ない、成
長しないところがありますが、スノーランドの
ように新たな投資もしてほしい。また広く観光
に携わる人材が不足しています。人材育成も含
めて、町の予算で志を持った若い人達が頑張
れる仕組みを作ってほしいと思います。

コロナウイルスとは、
インフルエンザと同

じように付き合っていくもの
と覚悟しています。日頃の生
活も自粛していますが、ボラ
ンティア活動の図書館で行
う月1回のおはなし会への
影響が大きかったと思いま
す。令和３年度は６回のみの開催でした。楽しみにして
くれている子どもたちもいるので、とても残念でした。
　でも、全員マスク着用、人数制限、間隔をとるなどの
コロナ対策をして開催できました。保護者の皆さま、
図書館のスタッフの皆さま、サークルのみんなの協力
のおかげです。
　今後の活動でもコロナ対策は欠かせません。しっか
り対策をして安全に安心して参加していただける活動
にしたいと思います。

コロナの影響で、いろんなことが自粛という言
葉で片付けられ、住民の交流の場がなくなって

います。
　議会議員の皆さんも町民の話を聞く場がなくなって
いるのではないでしょうか。お忙しいでしょうが、特別
な場ではなく、日常の中でいろんな人に声をかけてい
ただき、話を聞いてほしいと思います。

議員の高齢化が気になる。また、積極的に議員になれる雰囲気を作ってもいいのではないか。
議員選挙の時、公約を出していますが、その後も地域の状況を知ってほしかった。お茶飲み

など気軽に来てほしい。今後リモートでもよいので、議員と語る会を開催してほしい。

　新型コロナウイルス感染症が世に広がってから２年。人

類未知のウイルスは、我々の生活を劇的に変化させました。

　今回の議会だよりでは、そのようななか、頑張っておら

れる町民の皆さまに、議員が直接お話を伺いました。
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　知りたい! 聞きたい!
　読者モニターの広場

　西川町議会では 10 名の町民の皆さまに議会だよりの読者モニターをお願い
しています。アンケートにより寄せられたご質問やご意見には、きちんとお答
えするよう心がけています。読者モニター以外の方でも、議会や議会だよりに
ついて「知りたい！聞きたい！」という場合は、お気軽にお問い合わせください。

ファクシミリ：７４－２６０１　　住所：海味510番地
　　　メール：giji@town.nishikawa.yamagata.jp

ご感想を
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西川町議会だより読者モニターの皆さまからたくさんのご意見などが寄せられました。
その中のいくつかを広報公聴常任委員からの回答とともに紹介します。
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 ありがとうございます。たしかに町民の皆さんも一緒になって啓翁桜のピーアールができ
たら、インパクトがありそうですね。

Ｍ．C さん

K．Ｓさん

W．S さん

【表紙について】　清流寒河江川の流れにそって住宅が連なり、人の営みが感じられ、山
間部から平地に行くにつれ広がりを見せる景観が北西部の霊峰月山への山々の景観とは異
なり、明るく躍動めいた印象を得る。

【新年のごあいさつを読んで】　議員のみなさんもコロナウイルスの中、大変
ご苦労様です。議員の皆さんの全員の顔が見られてとても良い写真ですね。議
員が啓翁桜のネクタイやスカーフを身に着けているのはピーアールで良いと思
います。町民の皆さんにも何かしらあってもいいのでは？

【令和 3 年第 4 回定例会注目記事を読んで】　インフルエンザ予防接種につい
ては、今回の件では納得しました。が、今後他の感染症もあり、主治医の件で
はなく、町民単位で考えていただいた方がよろしいのでは？と思いました。

【令和 3 年第 4 回定例会佐藤光康議員の一般質問を読んで】
　デマンドは、色々課題もあるでしょうが、利用している人は「とてもありが
たい、親切だ」とお話ししていました。Ｓ．Ｔさん

　ご指摘ありがとうございます。予防接種の件については、議会としても、今後こういっ
たことにならないよう注意して見守っていきます。

　これから、より磨かれるともっとよい制度となるかもしれませんね。

　ありがとうございます。月山を眺める写真はよくあるのですが、寒河江川が下流に行く
につれ見せる広がりある構図はあまり見たことがなく、見ている側にも未来への期待感に
似たものを感じさせてくれますね。いわゆる視点の切り替えですね。


